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WiMAX: Worldwide Interoperability for Microwave Access

IEEE802.16WGとWiMAX Forum
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ETSI : European Telecommunication Standard
BRAN : Broadband Radio Access Networks 
TTA  : Telecommunications Technology Association 

【国連】

ITU-R
【欧州】

ETSI BRAN
【韓国】

TTA PG302

他標準化団体

Upper Layer
Functions

C S

WiMAX Forum
• Marketing WG

• Regulatory WG

• Application WG

• Network WG

• Service Provider　WG

• Technical WG

• Certification WG

標準仕様 実装仕様

PHY

MAC

IEEE 802委員会
WG16

IEEE802.16e-2005
(2005年標準化完了）

P802.16g/i
Netman Taskgroup

(作業中）

MAC層とPHY層を中
心に通信の基本とな
る下位レイヤーの標
準策定は完了した。
WiMAXフォーラム検討
に合わせて上位の標
準化にも着手。

異メーカ機器相互接続性
を確保するため上位レイ
ヤを含め総合的な実装仕
様を策定する。

【日本】

ARIB

WiMAX標準化団体

ARIB STD 
T-94として国内
標準化済み

P802.16 Rev2 / j / m
（標準化作業中）
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事業展開スケジュール概要

90%超70%

2008 2009 2010 2011 2012 2013

50%人口カバー率

首都圏

中部関西圏

県庁所在地

全国主要都市

その他

約4,000局

主な
提供エリア

基地局数
（オープン局） 約14,000 局 約18,500 局

設
備
展
開

サ
ー
ビ
ス
計
画

★09/2：試験サービス開始

★09夏：商用サービス開始

〔年度〕

東京23区、横浜・川崎

東京、千葉・埼玉・神奈川、
大阪・京都・神戸、
名古屋
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エリア展開概要

千葉

成田空港

埼玉

八王子

2009年夏
商用サービス開始時点

首都圏エリア

※ 名古屋、関西地区も同時にサービス開始

2012年度
全国主要地域をカバー

全国エリア
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3G
通信事業者

コンテンツ
プロバイダー

ISP
（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ）

家電メーカー

システム
インテグレータ

CATV局

ゲームメーカー

モバイル
WiMAX

広告代理店

構築したネットワークは、MVNO殿との

オープンなビジネスモデル

推進で、様々な業種

や様々な分野で

利活用される

事を前提に

構築する。

MVNO殿との協業でネットワークを活用
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オープン局設置例

セクタ型アンテナ
寸法：Φ110mm、1,150mm

GPSアンテナ

付帯Box

マクロ基地局
10MHz×2FA, MIMO, 20W出力
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インドア局設置例

オムニ型アンテナ

GPSアンテナ Ethernetインタフェース

Pico基地局
10MHz×1FA, MIMO, 400mW出力

オムニ型アンテナ
MIMO対応
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周波数の利用計画

10MHz
GB

5MHz
GB

固定系地域バンド 30MHz30MHz

屋内 オープン

2,545MHz 2,575MHz 2,595MHz 2,625MHz

<<周波数利用計画>> GB ： Guard Band

ウィルコム殿利用帯域 UQ利用帯域

移動利用固定系地域バンド

屋内遮蔽ロス,装置低出力により
混信レベルを低減

GB

当面の周波数利用
• 20MHzをオープンエリアのカバー
に主として利用する。

• 10MHzを屋内エリアのカバーに
主として利用する。
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C1

C2

C3

C4C5

C6

C7

C1

C2

C3

C4C5

C6

C7

Segment領域 Non-Segment領域ユーザの環境に
応じて選択

Segment Non-Segment

制
御
信
号

周
波
数

時間

FFR技術概念

FFR技術の採用

 FFR採用で、10MHz毎で面的なカバレッジを構築。

(セル境界の品質を向上)

 屋外は10MHz×2を利用して、基地局容量を向上

 屋内でも10MHz×1で面的なカバレッジを構築

 MIMO併用で、ユーザスループットの向上を図る。

F : Frequency
Ｃ :Ｃｈａｎｎｅｌ set
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WiMAX端末ラインアップ （オペレータデバイス⇒リテールデバイスへ）

端末機器

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
▼２月：試験サービス開始

▼夏：商用サービス開始
サービス開始

データカード

ノートＰＣ

ＭＩＤ・ＵＭＰＣ

各種データカード

サービス開始時
データカードを提供

エンベデッドPC

WiMAX
Embedded PC

UMPC/MID

WiMAX
UMPC/MID

端末の提供
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インドア対策方針

オフィスオフィス公共施設 住居商業施設

物販施設

娯楽施設
（小規模）

空港

駅
（JR、市鉄、私鉄）

大学・短大
学食、売店

など

マンション
オフィス

小中高校

オープン対策

オフィス

インドア
設備対策

宿泊施設

大

小

物件規模

百貨店等

飲食店

マンション
（加入者）

大学・短大
通常校舎

中央官庁
都道府県庁
市区役所

地下街

金融機関

病院

戸建て住居

戸建て住居

ピコセル型
基地局

WiMAX

中継装置

娯楽施設
（大規模）

オフィス
マンション
（共用部）

ピコセル型基地局

WiMAX
中継装置 鉄道、

バス車両内
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ありがとうございました。
WiMAXの発展にご期待ください。
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